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類
も
食
べ
て
い
る
。

そ
の
名
の
と
お
り
尾

は
白
く
他
は
暗
褐

色
。（

ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ
）

全
長
八
十
五
’
九
○

セ
ン
チ
。

北
ア
メ
リ
カ
大
陸

の
特
産
で
海
岸
近
く

の
森
林
に
す
ん
で
い

る
。
冬
、
日
本
に
も

や
っ
て
く
る
。

頭
は
白
色
で
ク
チ

１
１１９
１

ハクトウワシ

バ
シ
が
黄
色
く
体
は
濃
褐
色
。
と
て
も
気
品
と
威
厳
を
感

じ
さ
せ
る
か
ら
だ
ろ
う
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
鳥
で
あ

る
こ
と
は
有
名
。

そ
の
ハ
ク
ト
ゥ
ワ
シ
を
飼
育
す
る
動
物
園
を
見
学
し
て

ふ
と
気
づ
い
た
の
が
魚
の
臭
い
だ
っ
た
。
そ
れ
に
イ
ヌ
ワ

シ
等
と
ち
が
い
、
魚
を
捕
る
と
き
水
に
つ
か
る
足
に
羽
毛

が
生
え
て
い
な
い
。
成
程
、
ウ
ミ
ワ
シ
な
ん
だ
。
と
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
他
日
本
に
は
次
の
ワ
シ
が
い
る
。

（
オ
オ
ワ
シ
）
全
長
九
十
五
セ
ン
チ

（
イ
ヌ
ワ
シ
）
全
長
八
十
五
セ
ン
チ

日
本
鰻
強
の
猛
禽
と
云
わ
れ
る
の
は
深
山
に
生
息
し
て
ノ

ウ
サ
ギ
な
ど
捕
乳
類
を
捕
食
す
る
。
人
目
に
触
れ
る
こ
と

は
ご
く
ま
れ
で
あ
る
。

【
リ
ス
の
巣
。
樹
上
性
と
山
岳
性
】

マ
ツ
や
ス
ギ
の
木
の
枝
に
巣
を
つ
く
る
の
は
樹
上
性
の

ホ
ン
ド
リ
ス
で
毛
色
は
夏
と
冬
と
で
は
ち
が
う
が
褐
色
で

腹
部
が
白
い
の
が
特
徴
で
冬
に
は
耳
の
先
に
ふ
さ
毛
が
あ

る
。か

つ
て
、
高
速
道
路
工
事
の
た
め
巣
か
ら
転
落
し
た
子

リ
ス
４
頭
を
人
工
で
育
て
た
。

生
後
二
週
で
毛
が
生
え
、
目
は
約
一
カ
月
し
な
い
と
開

か
な
い
。
子
は
十
カ
月
で
親
に
な
る
こ
と
も
分
っ
た
が
、

四
頭
の
子
リ
ス
を
連
れ
親
が
い
た
と
い
う
明
石
市
大
久
保

町
字
赤
松
の
小
高
い
山
に
出
か
け
た
。

赤
松
と
む
ろ
の
木
の
茂
っ
た
南
斜
面
の
中
腹
に
十
メ
ー

ト
ル
位
の
松
林
を
見
る
う
ち
、
好
運
に
も
巣
を
見
つ
け

た
。
直
径
六
十
セ
ン
チ
位
の
丸
形
。
リ
ス
の
出
入
穴
は
南

向
き
で
、
出
入
共
用
と
な
っ
て
い
た
が
、
地
上
か
ら
は
約

八
メ
ー
ト
ル
全
く
枝
の
な
い
赤
松
を
え
ら
ん
で
い
た
の
は

ヘ
ビ
か
ら
逃
れ
て
い
る
。
ま
た
巣
の
上
に
は
大
き
な
枝
が

「
ワ
シ
や
タ
カ
は
肉
食
だ
か
ら
魚
な
ん
か
食
べ
な
い
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
、
ト
ビ
は
海
岸
に
も
い
る
。
ウ
ミ
ワ

シ
も
い
る
で
は
な
い
か
」
小
学
生
か
ら
、
論
争
の
末
の
問

合
せ
を
う
け
、
は
っ
と
し
た
の
で
あ
る
。

動
物
園
で
は
猛
禽
類
の
エ
サ
は
全
て
馬
肉
か
鶏
頭
し
か

与
え
て
い
な
い
。

ウ
ミ
ワ
シ
も
い
た
し
、
そ
の
仲
間
オ
ジ
ロ
ワ
シ
も
い

る
。
が
魚
を
エ
サ
と
し
て
与
え
た
こ
と
が
な
い
か
ら
だ
。

【
ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ
は
魚
が
主
食
の
ウ
ミ
ワ
シ
の
仲
間
】

ワ
シ
、
タ
カ
類
を
猛
禽
類
と
よ
ぶ
。
ワ
シ
タ
カ
科
約
二

一
○
種
、
生
き
た
も
の
を
襲
う
も
の
か
ら
腐
肉
食
性
の
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
い
る
。

そ
の
う
ち
ウ
ミ
ワ
シ
類
は
約
十
種
。

（
オ
ジ
ロ
ワ
シ
）
全
長
八
十
五
セ
ン
チ
。

日
本
に
は
冬
鳥
と
し
て
渡
来
し
て
く
る
が
、
少
数
が
北

海
道
東
部
で
も
繁
殖
し
て
い
る
。

海
岸
の
岩
壁
の
柵
の
上
や
巨
木
に
巣
を
作
り
、
餌
は
主

に
魚
類
（
サ
ケ
、
マ
ス
、
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
）
時
に
は
哨
乳
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□

は
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
リ
ス
は
、
正
し
く
ホ
ン
ド
リ
ス
で
飼
育
濫
の
中
で

も
巣
箱
は
高
い
位
置
を
好
ん
だ
。
そ
れ
は
樹
上
性
リ
ス
だ

っ
た
か
ら
だ
。

一
方
、
質
問
を
受
け
た
の
は
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
マ
リ
ス

で
あ
る
。

誰
で
も
が
枝
か
ら
枝
へ
、
そ
し
て
木
の
実
を
食
べ
る
リ

ス
は
全
て
樹
上
性
と
お
考
え
に
な
る
。
そ
れ
が
違
う
の
で

あ
る
。シ

マ
リ
ス
は
山
岳
性
つ
ま
り
地
上
性
で
木
の
ぼ
り
は
ホ

ン
ド
リ
ス
よ
り
、
う
ま
く
な
い
こ
と
を
知
っ
て
頂
き
た

い
。 二

重
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
は
ト
ビ
や
カ
ラ
ス
、
そ
れ
に
筆
画
体
色
や
シ
マ
模
様
よ
り
も
知
っ
て
頂
き
た
い
の
は
前
肢

雨
を
防
い
で
い
る
の
で
、
雨
上
り
と
い
う
の
に
中
は
全
く
垂
水
が
短
い
こ
と
で
あ
る
。
地
上
性
の
シ
マ
リ
ス
は
地
中
に
穴

塞
α
を
掘
る
の
で
前
肢
が
ホ
ン
ド
リ
ス
に
比
べ
は
る
か
に
短

濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。

１
１２０
１

ヒ
ョ
ウ
の
名
の
つ
く
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
だ
か
ら
と
枝
ぶ
り
の

よ
い
遊
び
木
を
設
け
て
や
っ
た
が
、
一
向
に
登
ら
な
い
。

木
の
か
げ
に
伏
せ
る
ば
か
り
の
日
々
が
続
い
た
。

「
見
え
な
い
動
物
園
で
は
困
る
」

だ
が
カ
シ
ミ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
雪
深
い
深
山
に

住
む
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
は
そ
の
名
の
と
お
り
冬
毛
は
さ
ら
に
白

く
な
り
、
ユ
キ
の
く
ぼ
み
に
身
を
伏
せ
、
狩
り
を
す
る
習

性
が
あ
る
。
中
国
の
動
物
園
で
も

「
何
時
も
空
掘
り
に
入
り
こ
ん
で
い
ま
す
」

と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

つ
ま
り
ヒ
ョ
ウ
は
樹
上
性
。
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
は
地
上
性
な

の
で
あ
る
。

【
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
は
地

上
に
伏
せ
る
】

今
ま
た
神
戸
で
は

初
め
て
の
ユ
キ
ヒ
ョ

ウ
を
導
入
し
て
新
し

い
発
見
を
し
た
。

〃
何
故
か
高
い
所
を

好
ま
な
い
の
だ
〃

ヒ
ョ
ウ
は
熱
帯
か
ら

亜
熱
帯
の
森
林
に
す

み
樹
上
で
待
伏
せ
の

狩
り
を
す
る
。

肢
が
長
い
の
で
背
が

い
へ
ん
短
い
こ
と
お

リ
ス
の
巣
は
地
中
、
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■ＫＯＢＥサマーギフト■

☆語り継がれる
瀬戸の味

大善やきあなど

四季の御贈答・お祝い・お見舞いに、大善なら
ではの味をご愛用ください。

私ども大善は、あなご本来の持ち味
を充分に生かし、常に皆様に最高条件
で召し上がっていただきますように心
がけております。

大善
老謹誌学び

本店明石市本町１－５－１４衝9 1 1 - 2 8 5 3
神戸店中央反＝宮町３－７－１０溝3 3 1 - 3 8 8 5

＜ お中元＞

☆季節のうつるひを
お届けします

菊水総本店

；…了騨
騨#;繍：

水ようかんとゼリー詰め合わせ（りんご・ぶど
う）６個入1 2 0 0 円他。お手づくり最中神戸村大
2 5 0 0 円小1 3 0 0 円。白襲（しらがされ）１本6 5 0
円、３本外箱付2 0 0 0 円

四季折々の旬を味わう季節の和菓子
代々受け継がれた伝統の味と涼しさを
お届けします。菊水総本店の贈りもの
で味のおくゆきをお楽しみください。

創業明治元年

酉X I水艇＃･患
中央区多開通３－３－１５

宮3 8 2 - 0 0 8 0

☆神戸の味を食卓に
フレッシュギフト

トアロードデリカッセン

堂世

スモーキングサーモン、フレッシュボークソー
セージ、レバーペースト、チーズなど。ご予算に
応じたギフトをお届けいたします｡

厳選した原料を純ドイツ式・スコッ
チ式製法でつくり上げました。着色料
･ 防腐剤・添加物は、一切使用してお
りません。だから、安心してお贈りい
ただけます。

蕊ﾄ ｱ ﾛ画ドテﾘ ｶ ﾃ ﾂ ｾ．
本社中央区北長狭通２－６－５貧3 3 1 - 6 5 3 5
北野店中央区北野町４－１－１２言2 2 2 - 2 9 1 0
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☆
布
引
庵
八
そ
ば
Ｖ

中
央
区
生
田
町
３
‐
１

哲
沌
Ｉ
Ｏ
７
８
９

大
正
蝿
年
創
業
の
老
舗
。
そ

ば
作
り
が
生
き
が
い
の
ご
主
人

が
打
つ
手
打
ち
そ
ば
は
最
高
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
４
、
日
祝
休

☆
あ
こ
や
一
ニ
ハ
う
ど
ん
Ｖ

中
央
区
成
塚
通
７
１
１
１
１

君
麹
１
３
０
０
３

民
芸
風
の
つ
く
り
。
手
打
ち

の
う
ど
ん
は
歯
ご
た
え
が
よ

い
。
他
に
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

店
な
ど
が
あ
る
。

あ
こ
や
う
ど
ん
六
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
１
、
無
休

☆
堂
賀
八
そ
ば
Ｖ

中
央
蓮
加
納
町
３
１
４
１
他

茸
迎
ｌ
ｌ
Ｏ
４
３

純
国
産
の
そ
ば
粉
を
石
臼
で

ひ
い
た
手
打
の
味
。
純
白
の
そ

ば
な
ど
変
わ
り
そ
ば
が
色
々
。

凹
舎
そ
ば
七
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
釦
Ｐ
Ｍ
５
１

８
、
月
晒
休

ｑ

そ
ば
・
う
ど
ん
編

神
一
層
つ
ま
い
も
の

１
１２２
１雲／

日本料理
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あこや亭
紫霞

零
つ
ま
い
も
の
。
ベ
ス
ト
店

駕
議
聯
蛎
斡
仰
洲
剛
は

周
知
の
老
舗
や
以
前
に
紹
介
本
格
派
日
本
料
理
▼
三
楽
（
官
加

し
た
店
以
外
で
。
▼
ラ
・
タ
ー
１
２
７
２
６
中
山
手
通
ソ
ネ
の
前
）
品

ブ
ル
（
宮
測
－
３
‐
７
０
）
主
人
の
数
は
少
な
い
が
順
を
売
ら
ず
味

人
格
が
料
理
に
惨
み
出
る
。
▼
を
売
る
。
▼
賀
茂
鶴
喬
釧
１
８

セ
プ
ド
ー
ル
（
茸
加
１
３
４
０
６
ァ
６
９
３
生
田
剛
茜
門
西
入
ル
）
大
衆

ン
テ
ノ
ー
ル
ピ
ル
２
Ｆ
）
独
創
性
に
的
に
見
え
る
が
材
料
を
厳
選

富
ん
だ
調
理
。
▼
ト
ラ
ッ
ト
リ
し
、
特
に
煮
魚
は
抜
群
。
▼
狸

ア
。
イ
ル
・
コ
ル
ノ
（
宮
醜
１
６
６
７
々
昏
到
１
９
５
５
７
）
か
ぶ
ら
蒸

２
照
〈
区
中
山
手
通
）
フ
ィ
レ
ン
ッ
し
は
神
戸
で
類
を
見
な
い
。
▼

ェ
で
修
業
し
た
マ
ス
タ
ー
の
家
す
ず
ら
ん
（
官
卸
１
３
３
４
５
北
長

庭
的
な
イ
タ
リ
ア
料
理
。
▼
ア
狭
通
３
１
３
１
４
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
）

ン
（
宮
加
１
７
９
８
３
中
山
手
通
関
５
月
に
開
店
。
こ
こ
の
家
庭

ピ
ル
）
ス
テ
ー
キ
デ
ィ
ナ
ー
は
手
料
理
は
捨
て
難
い
。
▼
桃
花
春

頃
な
値
段
と
味
が
好
評
。
京
都
（
言
副
１
８
１
１
１
オ
リ
ラ
タ
ル
ホ

の
古
い
料
理
屋
に
育
っ
た
私
テ
と
あ
っ
さ
り
し
た
広
東
料

は
自
然
と
日
本
料
理
に
目
が
向
理
。

く
。
▼
し
げ
松
（
宮
醜
１
２
２
８
５
）

§

☆
六
甲
山
ホ
テ
ル

灘
区
六
甲
山
町
南
六
甲
１
０
３
４

貢
師
ｌ
Ｏ
３
０
１

神
一
戸
肉
を
使
っ
た
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
、
独
特
の
タ
レ
が
美
味
。

眺
望
は
も
ち
ろ
ん
量
局
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
五
五
○
○
円
よ
り
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
無
休

１
１２３
１

☆
つ
る
て
ん
生
楽
八
そ
ば
Ｖ

中
央
区
元
町
通
２
‐
４
１
６

宮
鋤
１
２
２
３
６

昭
和
皿
年
に
開
店
し
た
そ
ば

の
老
舗
。
お
奨
め
は
本
物
の
真

鴨
を
使
っ
た
鴨
な
ん
ぱ
。

珊
な
ん
ば
六
○
○
円
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
七

○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
加
、
水
曜

休

鍵
､鋪蕊騨蝿

鰯蟻
:､“脅

蕊
漫
翌
・
珠

☆
丸
万

中
央
区
中
山
手
通
１
１
刀
－
Ⅲ

宮
ｍ
Ｉ
８
３
７
９

気
ど
ら
ず
肩
の
こ
ら
な
い
家

族
的
な
雰
囲
気
で
、
う
ど
ん
、

そ
ば
、
寿
し
等
何
で
も
美
味
。

寿
司
・
う
ど
ん
定
食
五
○
○
円
（
２
時
ま

で
）
丸
万
う
ど
ん
（
六
三
○
円
）
Ａ
Ｍ
ｎ

ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
火
曜
休

★
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

中
央
区
浜
辺
通
６
１
３
１
個

宮
酬
ｌ
４
１
７
１

神
戸
の
山
、
海
が
一
望
の
回

転
レ
ス
ト
ラ
ン
「
鳴
門
」
で
純

フ
ラ
ン
ス
料
理
が
楽
し
め
る
。

ウ
イ
ー
ク
リ
ー
ラ
ン
チ
一
五
○
○
円
Ｂ

デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
六
五
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
皿
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
鋤
、
Ｐ
Ｍ
５
１

ｍ
・
鋤
、
無
休

☆
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
プ
ラ
ン

八
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
京
町
Ｗ
‐
１
神
栄
ピ
ル
７
Ｆ

貢
翻
１
１
４
５
５

手
軽
に
一
局
級
な
雰
囲
気
と
味

と
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。

天
ぷ
ら
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

舌
ぴ
ら
め
の
白
ブ
ド
ウ
酒
煮
二
五
○
○

円
、
仔
牛
の
カ
ツ
レ
ツ
二
八
○
○
円
、
デ

ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
四
○
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ

ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
、
無
休

☆
昇
龍
そ
ば

中
央
区
下
山
手
通
４
１
冊
ｌ
飽

宮
鋤
ｌ
ｌ
ｌ
６
５

お
昼
時
は
、
い
つ
も
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
お
座
敷
あ
り
、
宴
会
も
可
。

夏
は
和
風
冷
め
ん
六
八
○
円
、
冬
は
み

そ
煮
込
み
う
ど
ん
八
○
○
円
。
天
ぷ
ら

定
食
一
○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９

堂賀丸万プランドウブラン

☆
木
曽
路
八
そ
ば
Ｖ

中
央
区
磯
上
通
８
１
２
１
３

宮
醐
１
１
２
９
５

オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
る
民
芸
風

の
店
内
は
昼
時
が
満
員
。

木
曽
路
の
井
（
山
菜
牛
井
）
一
二
○
○
円

天
ざ
る
一
二
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
皿
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３

Ｐ
Ｍ
５
１
８

|●１
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函

"蕊謹議蕊顎‘ふ

●

鍵蕊
ビストロドゥリヨン

☆
ジ
ャ
ン
ム
ー
ラ
ン

八
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
北
野
町
３
丁
目
１
１
１

茸
沌
ｌ
４
１
８
８

ヌ
ー
ベ
ル
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
の

旗
手
。
凝
っ
た
料
理
が
多
い
・
移

転
で
席
数
は
同
じ
だ
が
広
く
な

っ
た
。
熱
い
物
は
熱
く
、
冷
い

物
は
冷
く
と
い
う
基
本
姿
勢
。

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
六
五
○
○
円
よ
り
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ

水
唯
休

☆
ラ
・
タ
ー
ブ
ル八フ

ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
３
１
３
１
８
バ
ー
ル
ピ

ル
Ｂ
１
鞭

貧
加
－
３
１
７
０

本
場
フ
ラ
ン
ス
で
修
業
し
た

若
い
シ
ェ
フ
の
腕
の
良
さ
と
真

心
が
伺
え
る
。
外
人
客
も
多
い

ラ
ン
チ
二
五
○
○
、
四
○
○
○
円
、
デ

ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
五
五
○
○
、
七
五
○
○
、

船
、
銅
私
臓
鋤
・
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３

★
オ
ー
ベ
ッ
ク
フ
ァ
ン

Ａ
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

灘
区
岩
屋
中
町
４
１
２
１
腸
島
文
第
３

ビ
ル
９
Ｆ

宮
酬
１
１
５
３
０

洗
練
’
さ
れ
た
味
の
フ
ラ
ン
ス

料
理
が
楽
し
め
る
。
秋
・
冬
に

は
鴨
や
エ
ビ
の
味
が
冴
え
る
。

野
鴨
の
ロ
ー
ス
ト
そ
ら
豆
添
え
三
六
○

○
円
、
ス
ズ
キ
と
ほ
う
れ
ん
草
の
パ
イ

鰐
、
一
房
一
海
ｐ
祁
血
Ｍ
鯉
蝋
ｌ
Ｐ

☆
北
野
ク
ラ
ブ

八
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
北
野
町
１
１
５
１
７

茸
塑
１
５
１
２
３

格
調
あ
る
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
。
ヌ
ー
ベ
ル
キ
ュ
イ
ジ
ー

ヌ
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
得
意
。

フ
ル
コ
ー
ス
ラ
ン
チ
六
○
○
○
円
、
フ

ル
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
一
○
八
○
○
円

予
約
要
Ａ
Ｍ
ｕ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
・
辺
Ｐ
Ｍ

５
１
ｍ
・
鋤
無
休

☆
グ
ラ
シ
ア
ニ

八
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
北
野
町
４
１
８
１
１

官
如
ｌ
Ｏ
５
９
７

北
野
に
あ
る
異
人
館
が
そ
の

ま
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
に
。
お
茶
だ

け
で
も
利
用
で
き
る
心
づ
か
い

ラ
ン
チ
四
○
○
○
円
（
税
サ
込
）
一
品

二
五
○
○
円
Ｉ
デ
ィ
ナ
ー
八
○
○
○

円
１
Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
・

釦
１
９
．
鋤
喫
茶
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
釦

☆
ヴ
ィ
ア
ン
ヴ
ィ八

フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
港
島
中
町
６
－
８
１
１

㈱
ワ
ー
ル
ド
本
社
ピ
ル
館
Ｆ

官
血
１
５
７
０
０

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
邪
Ｆ
・
景
色
、
ム
ー
ド

味
、
サ
ー
ビ
ス
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
。コ

ー
ス
八
○
○
○
’
一
五
○
○
○
円

Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
１
・
訓
Ｐ
Ｍ
５
１

９
．
釦
、
バ
ー
は
ｕ
・
鋤
ま
で

蕊 繊 蕊灘識

蕊蕊 # 譜

☆
エ
ス
カ
ル
ゴ

八
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
１
１
５
ｌ
ｉ
４

茸
郵
１
５
０
３
４

ワ
イ
ン
片
手
に
オ
ー
ド
ブ
ル

の
エ
ス
カ
ル
ゴ
を
つ
ま
め
ば
、

パ
リ
に
い
る
よ
う
な
気
分
。

チ
キ
ン
バ
ン
プ
ラ
ン
ニ
○
○
○
円
、
ビ

ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ー
フ
三
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
紙
休

☆
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ッ
ク

八
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
栄
町
通
２
１
９
１
Ⅲ

宮
鋤
１
３
４
５
３

独
自
の
材
料
を
用
い
た
フ
ラ

ン
ス
料
理
。
中
で
も
肉
料
理
の

す
ば
ら
し
さ
に
は
定
評
が
あ
る

炭
焼
ス
テ
ー
キ
、
Ⅷ
？
に
つ
き
三
五
○

○
円
か
ら
、
Ｐ
Ｍ
４
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

（
土
日
祝
祭
日
Ａ
Ｍ
皿
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
）

第
１
、
３
，
５
土
曜
休

☆
ビ
ス
ト
ロ
ド
ゥ
リ
ョ
ン

ハ
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
２
丁
目
Ｅ
Ｉ
６

官
迦
－
２
７
２
７

伝
統
的
な
古
典
派
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
店
で
固
定
客
も
多
い
。

そ
の
日
の
仕
込
み
で
メ
ニ
ュ
ー

が
変
わ
る
。
特
製
ワ
イ
ン
も
フ

ラ
ン
ス
で
作
ら
せ
て
い
る
。

．
Ｉ
ス
六
○
○
○
、
七
五
○
○
、
一
○

○
○
円
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
釦
Ｐ
Ｍ
５

・
釦
１
９
．
卯
月
曜
休

：
；
１
蟻

ジャン･ ムーラン

神戸キチン

ハイウェイ

★
伊
藤
グ
リ
ル
八
欧
風
料
理
Ｖ

中
央
区
元
町
１
丁
目
６
１
６

宮
釧
１
２
８
１
８

炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
の
コ
ー
ス

が
家
族
連
れ
に
好
評
。
年
季
の

入
っ
た
安
心
の
で
き
る
店
。

コ
ー
ス
二
五
○
○
円
’
六
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３
、
Ｐ
Ｍ
５
１
８

水
雌
休

宍

☆
ビ
ン
サ
ン
ト

中
央
区
播
磨
町
加
－
１
ブ
ロ
ッ
ク
犯
内

宮
卿
ｌ
３
１
０
０

イ
タ
リ
ア
の
新
し
い
風
が
居

留
地
に
。
魚
貝
類
料
理
が
地
中

海
風
に
楽
し
め
、
ア
ー
ト
抜
群

柵
フ
ォ
ア
グ
ラ
の
ぐ
ん
せ
い
一
八
○

○
円
、
バ
ジ
リ
コ
入
ソ
ー
セ
ー
ジ
一
二

○
○
円
、
１
Ｆ
Ａ
Ｍ
８
１
Ｐ
Ｍ
８
２
Ｆ

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
９
・
鋤

☆
ハ
イ
ウ
ェ
イ
八
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
お
１
７

官
制
１
７
６
２
２

谷
崎
潤
一
郎
氏
命
名
の
店
。

中
で
も
純
但
馬
肉
の
テ
ン
ダ
ー

ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
の
味
は
絶
品

ス
モ
ー
ク
ド
サ
ー
モ
ン
一
三
○
○
円
、

テ
ン
ダ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
六
○
○
○

円
、
オ
ー
ー
オ
ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ
八
○

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
月
咽
休
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境
造
形
Ｑ
Ｖ

☆
神
戸
キ
チ
ン
八
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
磯
上
通
８

宮
、
１
５
４
３
５

小
さ
な
店
だ
け
に
、
心
の
こ

も
っ
た
味
。
ビ
ー
フ
、
タ
ン
、

テ
ー
ル
な
ど
の
シ
チ
ュ
ー
が
お

す
す
め
品
。

シ
チ
ュ
デ
ィ
ナ
ー
二
五
○
○
円
、
ス
テ

ー
キ
デ
ィ
ナ
ー
四
七
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ

・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
８
、

日
祝
休

☆
十
字
屋
八
グ
リ
ル
Ｖ

中
央
区
江
戸
町
妬
ス
ト
ロ
ン
グ
ビ
ル
ー

Ｆ宮
靭
１
５
４
５
５

何
時
間
も
か
け
た
煮
込
み
料

理
、
厳
寒
に
作
る
コ
ン
ビ
ー
フ

な
ど
手
作
り
の
味
が
楽
し
め
る

シ
チ
ュ
ー
ピ
ー
フ
一
七
○
○
円
、
ハ
イ

シ
・
ラ
イ
ス
七
○
○
円
、
チ
キ
ン
レ
バ

ー
九
五
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
、
日

祝
休▼

ポ
ル
ト
フ
ィ
ー
ノ
（
官
鉦
１
２

３
４
５
ダ
ィ
ェ
Ｉ
女
館
西
側
の
筋
）
イ

タ
リ
ア
田
全
局
料
理
。
懐
し
い
味

▼
ぶ
は
ら
（
宮
郵
１
１
７
３
４
）
ス

パ
イ
ス
に
興
味
を
持
つ
方
は
ぜ

ひ
一
度
▼
ガ
ン
ダ
ー
ラ
金
１
６

１
’
７
）
イ
ン
ド
料
理
。
激
辛
の

カ
レ
ー
▼
紅
宝
石
（
宮
到
１
６
’
６

２
）
カ
エ
ル
の
か
ら
あ
げ
。
但
し

冬
眠
の
季
節
に
は
な
い
▼
別
館

牡
丹
園
御
影
本
店
蘭
１
６
６
６

６
御
影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
）
ゆ
っ
た
り

し
た
雰
囲
気
を
望
む
と
き
▼
太

郎
扇
１
５
２
９
’
御
影
北
小
学
校
西

私がすすめる

う
ま
い
も
の
・
ベ
ス
ト
店

蕊
慧
溺
畷
繊
伽
．

側
の
筋
下
が
る
）
特
上
の
肉
で
焼
肉

を
。
肉
哩
以
外
も
あ
る
。
▼
寿
し

政
（
茸
醐
ｌ
４
１
７
２
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
山

側
）
ネ
タ
の
数
は
少
な
い
が
、
旨

く
て
安
い
▼
松
ち
ゃ
ん
喬
醜
Ｉ

０
９
７
７
三
宮
サ
ン
パ
ル
）
串
か
つ
の

店
。
と
き
に
、
常
連
客
の
差
入

れ
た
珍
味
に
あ
り
つ
け
る
。
▼

吾
作
（
言
測
ｌ
Ｏ
５
３
９
元
町
２
１
７
）

ど
じ
ょ
う
料
理
を
看
板
に
す
る

数
少
な
い
店
▼
た
ぬ
き
（
宥
知
Ｉ

４
７
８
０
Ｊ
Ｒ
三
宮
西
ガ
ー
ド
下
）
魚

よ
し
調
理
よ
し
。
タ
ヌ
キ
の
置

物
が
圧
巻
。

☆
明
治
屋
中
央
亭八

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
海
岸
通
３
海
岸
ピ
ル
－
Ｆ

黄
測
－
１
７
３
６

古
き
良
き
時
代
の
〃
洋
食
屋
〃

と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の
店

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
が
お
奨
め
品

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
一
八
○
○
円
（
コ
ー

ス
）
二
三
○
○
円
、
ピ
フ
カ
ッ
ラ
ン
チ

一
七
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
皿
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
、
Ｒ

叩
祝
日
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
７
、
無
休

☆
ツ
ー
ル
モ
ン
ド

中
央
区
港
島
中
町
６
‐
２
１
５
Ｂ
ｅ
Ｂ

ｅ
ピ
ル
ー
Ｆ

賃
覗
１
２
８
２
８

ポ
ー
ァ
イ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
御

用
達
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
食

堂
。
や
っ
ぱ
り
和
食
が
一
番
ノ

ラ
ン
チ
一
品
Ⅷ
円
Ｉ
伽
円
、
ビ
ー
ル
知

円
、
一
品
伽
円
１
１
５
０
０
円
位
。
Ａ

Ｍ
ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ｍ
（
ラ
ン
チ
は
Ａ
Ｍ
ｕ
・

鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
４
）
第
２
日
曜
、
第
４
土
暇
休
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☆
ク
イ
ー
ン
ズ
コ
ー
トハ西

洋
割
烹
Ｖ

中
央
区
山
本
通
２
１
旧
Ｉ
Ⅷ

宮
如
１
２
４
６
９

和
洋
折
衷
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

味
と
鉄
板
焼
き
。
味
、
雰
囲
気

と
も
に
北
野
町
ら
し
く
、
神
戸

に
来
た
ら
必
ず
行
く
と
い
う
フ

ァ
ン
も
多
い
。

一
品
七
○
○
円
よ
り
。
泌
ず
予
約
が
必

要
火
暇
定
休

☆
隣
花
一
二

中
央
区
山
本
通
２
１
Ｍ
１
ｍ
ア
ン
カ
ー

ハ
ウ
ス
２
Ｆ

茸
ｍ
ｌ
ｌ
７
７
５

新
し
い
感
党
で
、
和
と
洋
を

今
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
店
。

か
ご
盛
り
弁
当
二
五
○
○
円
、
小
皿
の

膳
（
８
種
類
）
、
舌
平
目
の
ム
ニ
ュ
エ
ル

鉢
弁
当
九
五
○
円
（
昼
）
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤

Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
鋤
、
５
１
ｍ
、
水
陥
休

☆
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ

中
央
区
下
山
手
通
２
神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
－
Ｆ

宮
釧
１
２
１
２
２

マ
ス
タ
ー
の
人
柄
に
魅
か
れ

神
戸
っ
子
が
飲
ん
で
、
食
べ
て

唄
う
と
い
う
時
に
集
ま
る
店
。

子
牛
の
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
か
つ
（
サ
ラ

ダ
付
き
）
二
○
○
○
円
、
イ
タ
リ
ア
ン

春
巻
八
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
（
日

暇
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
哩
）
無
休

キングスアームス

☆
キ
ン
グ
ス
ア
ー
ム
ス

Ａ
英
国
風
居
酒
屋
Ｖ

中
央
区
磯
辺
通
４
１
２
１
咽

倉
酬
ｌ
３
７
７
４

英
国
調
の
重
厚
な
木
造
り
が

神
戸
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
。
ゆ

っ
く
り
落
ち
着
い
て
食
事
が
。

ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
五
五
○
○
円
よ
り
、

ス
テ
ー
キ
五
五
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ
ｎ

。
”
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
無
休

☆
神
戸
元
町
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー

中
央
区
三
宮
町
３
１
４
１
７

奮
湖
１
４
５
１
１

１
Ｆ
は
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
〃
ワ
エ

ル
〃
、
２
Ｆ
は
居
酒
屋
〃
さ
が

み
〃
・
パ
ー
テ
ィ
等
に
も
最
適
。

ウ
ェ
ル
／
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ

Ｍ
４
１
皿
日
・
祝
は
Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
ｌ
Ｐ

Ｍ
ｍ
の
み
さ
が
み
／
Ｐ
Ｍ
４
１
ｎ
日
・

祝
は
Ｐ
Ｍ
４
１
ｍ
、
無
休
姉
妹
店
あ
り

☆
ム
ー
ニ
ー
ク
ル
ー
ズ

ハ
シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
㈹
１
６
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
ビ
ル
６
Ｆ

宮
剛
１
８
９
８
０

産
地
か
ら
生
き
た
ま
ま
空
輸
さ

れ
る
ロ
ブ
ス
タ
ー
と
、
新
鮮
な

瀬
戸
内
の
魚
貝
類
が
売
り
物
。

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
デ
ィ
ナ
ー
二
五
○
○
円

ラ
ン
チ
九
○
○
円
か
ら
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３

Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ
土
・
日
・
祝
は
フ
ル
タ
イ
ム

パ
ー
Ｐ
Ｍ
５
１
ｕ
月
暇
休

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



､

▼
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
・
イ
ル
・
コ

ル
ノ
喬
如
１
６
６
７
２
中
央
区
山
本

通
１
‐
７
１
芭
イ
タ
リ
ア
料
理
。

特
に
バ
ジ
リ
コ
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

は
一
度
お
試
し
を
。
▼
う
ら
し

ま
（
宙
酬
ｌ
Ｏ
４
３
６
中
山
手
通
１
１

ｍ
）
自
家
製
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
料

理
。
▼
堂
賀
（
言
理
ｌ
ｌ
Ｏ
４
３
）

自
家
製
そ
ば
。
ｕ
’
３
月
の
ゆ

ず
り
は
は
秀
逸
。
▼
し
げ
松

（
宮
迩
１
２
２
８
５
）
松
花
堂
弁
当

は
御
昼
に
、
又
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
も
。
▼
銀
寿
し
（
宮
鋤
ｌ
’

３
９
’
生
田
神
社
横
交
番
前
）
鯛
の
皮

つ
き
、
鯛
の
ほ
ぐ
し
の
に
ぎ
り

は
ぜ
ひ
。
▼
藤
は
ら
（
宮
測
１
３

３
７
３
）
主
人
亡
き
あ
と
奥
様
が 推

せ
ん
し
ま
す

こ
の
お
店たもつ

小
曽
根
惰
八
㈱
オ
ゾ
、
不
代

私がすすめる

う
ま
い
も
の
・
ベ
ス
ト
店

…
鼠

☆
バ
ラ
ラ
イ
カ
八
ロ
シ
ヤ
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
加
１
３

宮
剰
１
７
９
１
９

神
一
戸
で
は
唯
一
の
ロ
シ
ア
料

理
専
門
店
。
家
族
連
れ
に
最
適
。

ボ
ル
シ
チ
八
○
○
円
、
ピ
ロ
シ
キ
２
個
四

○
○
円
、
カ
ッ
レ
ー
タ
一
四
○
○
円
。
正

午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
、
火
曜
休

☆
コ
パ
カ
バ
ー
ナ八

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
２
１
１
１
過
ニ
ュ
ー

サ
ン
コ
ー
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ

茸
迩
－
６
６
９
４

サ
ン
バ
の
生
演
奏
が
流
れ
る

神
戸
唯
一
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
店

ブ
ラ
ジ
ル
酒
ピ
ン
ガ
も
あ
る
。

パ
ス
テ
ー
ル
八
○
○
円
、
や
し
新
芽
サ
ラ

ダ
九
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
３
、
日
咽

休

勺

☆
フ
ィ
ッ
シ
ャ
マ
ン
ズ
・
ポ
ー

ト
Ａ
ポ
リ
ネ
シ
ア
料
理
・
海
賊
焼
Ｖ

中
央
区
神
戸
港
第
四
突
堤
ポ
ー
ト
タ
ー

ミ
ナ
ル
ピ
ル
内

薄
謝
ｌ
Ｏ
３
０
１

新
鮮
な
海
の
幸
で
い
っ
ぱ
い

の
ポ
リ
ネ
シ
ア
料
理
の
レ
ス
ト

ラ
ン
・
ミ
ナ
ト
神
戸
を
背
景
に
。

海
賊
焼
五
四
○
○
円
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
コ

ー
ス
二
八
○
○
円
Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ

遁
・
釦
、
Ｐ
Ｍ
４
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
月
咽
休

★
ゴ
ッ
ク
ス
タ
ッ
ド

八
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
３
１
１
１
２
回
教
寺
院

前
禽
如
Ｉ
Ｏ
１
３
１

北
欧
料
理
と
民
族
幸
同
楽
の
店

兜
の
形
を
し
た
鉄
板
で
焼
く
特

製
か
ぶ
と
焼
き
が
名
物
料
理
。

か
ぶ
と
焼
六
○
○
’
一
一
一
○
○
○
円
、
ベ

ル
ゲ
ン
風
エ
ビ
の
カ
ク
テ
ル
二
○
○
○

画
。
Ｐ
Ｍ
５
１
狸
、
水
雁
休

★
ス
イ
ス
・
シ
ャ
レ
ー

八
ス
イ
ス
料
理
Ｖ

中
央
区
北
野
町
３
１
２
１
４
ア
ニ
ル
ド

マ
ン
シ
ョ
ン
ー
Ｆ

宮
測
１
４
３
４
３

外
国
旅
行
を
す
る
前
に
ま
ず

こ
こ
で
味
の
旅
を
、
と
シ
ェ
フ

が
自
信
を
持
つ
本
格
ス
イ
ス
料

理
。

仔
牛
料
理
、
へ
レ
フ
ォ
ン
デ
ュ
ー
四
九
○

○
円
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
、
無
休

☆
ぬ
巨
昌
、
恩
通
り

中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
１
１
１

言
知
ｉ
９
４
０
１

ホ
ワ
イ
ト
パ
テ
ィ
オ
が
全
而

改
装
。
新
タ
イ
プ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
＆
バ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン

自
家
製
ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
一
二
○
○
円

Ｉ
、
包
（
パ
オ
）
料
理
一
○
○
○
円
、
ビ

ー
ル
三
五
○
円
、
平
日
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ

狸
、
日
祝
Ａ
Ｍ
皿
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
無
休

☆
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ八ド

イ
ツ
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
２
１
８
１
胴
ロ
ー
ズ
ガ

ー
デ
ン
２
Ｆ

茸
塑
１
１
４
２
４

神
一
戸
唯
一
の
ド
イ
ツ
レ
ス
ト

ラ
ン
。
本
場
の
味
の
他
、
ド
ィ

ッ
ピ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
も
各
種
。

ハ
ン
タ
ー
シ
ニ
ニ
ッ
ッ
ェ
ル
二
二
○
○

円
ル
ー
ラ
ー
デ
ン
三
二
○
○
円
、
グ
ー

ラ
ッ
シ
ュ
ニ
九
○
○
円
、
Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
Ｉ

Ｐ
Ｍ
皿
、
水
剛
体

★
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト

八
ド
イ
ツ
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
８
１
１
明
関
ピ

ル宮
独
１
３
６
７
９

手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ワ
イ

ン
、
ド
イ
ツ
民
謡
。
気
軽
に

〃
ド
イ
ツ
″
が
味
わ
え
る
。

手
作
り
ポ
ー
ク
ソ
ー
セ
ー
ジ
一
八
○
○

円
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
・
シ
ュ
ニ
ッ
ッ
ェ
ル

二
○
○
○
円
、
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２

Ｐ
Ｍ
５
１
ｎ
祝
Ｐ
Ｍ
５
１
９
日
限
体

☆
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナハメ

キ
シ
コ
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
１
割
１
週

茸
加
ｌ
Ｏ
Ｏ
４
３

情
熱
の
国
メ
キ
シ
コ
の
雰
囲

気
を
そ
っ
く
り
再
現
。
唄
と
ギ

タ
ー
の
ラ
テ
ン
音
楽
の
生
演
奏

が
夜
遅
く
ま
で
活
気
に
充
ち
て

い
る
。
本
場
よ
り
料
理
は
い
い
。

タ
コ
ス
八
○
○
円
、
エ
ン
チ
ラ
ラ
ー
ダ
ス

一
三
○
○
円
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１

☆
チ
コ
＆
チ
ャ
ー
リ
ー

八
メ
キ
シ
コ
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
１
１
７
１
，
コ
ー
ナ
ー

ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
４
Ｆ

宮
馴
１
８
０
４
１

本
場
の
メ
キ
シ
コ
料
理
に
お

な
じ
み
の
ア
メ
リ
カ
料
理
を
プ

ラ
ス
し
て
、
お
い
し
く
て
豪
華
。

タ
コ
ス
五
○
○
円
、
メ
キ
シ
カ
ン
ピ
ザ
七

○
○
円
、
コ
ー
ス
三
八
○
○
円
、
マ
ル
ガ

リ
ー
タ
七
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
哩

第
２
水
曜
休

☆
ド
ン
ナ
ロ
イ
ヤ八イ

タ
リ
ア
料
理
Ｖ

中
央
区
明
石
町
明
海
ビ
ル
Ｂ
１

宮
知
ｌ
７
１
５
８

イ
タ
リ
ア
料
理
の
老
舗
で
雰

囲
気
が
あ
る
。
自
家
製
パ
ス
タ

な
ど
手
づ
く
り
の
味
が
い
い
。

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
一
二
○
○
円
、
ラ
ザ
ニ

ェ
ニ
○
○
○
円
、
コ
ー
ス
七
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
釦
、
Ｐ
Ｍ
５
１

Ｐ
Ｍ
９
・
鋤
、
火
剛
体
（
哩
月
無
休
）

☆
ベ
ル
ゲ
ン
八
北
イ
タ
リ
ア
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
２
１
３
１
２
中
山
手
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
向
い
茸
加
１
６
９
５
２

仔
牛
料
理
、
き
の
こ
（
し
い

た
け
）
料
理
が
北
イ
タ
リ
ア
料

理
の
特
長
。
素
材
が
吟
味
さ
れ

て
い
る
北
イ
タ
リ
ア
風
料
理
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
鋤
、
Ｐ
Ｍ
５

１
９
．
釦
、
火
叩
休
姉
妹
店
ク
ベ
ル
ナ

・
デ
ル
・
オ
ル
ソ
、
タ
ベ
ル
ナ
・
デ
ル
・

ル
ポ
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）
も
好
評

頑
張
っ
て
い
る
。
▼
青
辰
（
茸

調
１
３
４
３
５
）
あ
な
ご
寿
し
。
数

に
限
り
が
あ
り
、
な
る
べ
く
午

前
中
か
、
予
約
が
必
要
。
▼
み

や
す
（
官
謝
ｌ
３
０
８
８
中
央
区
下
山

手
通
３
）
炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
・
他

に
昼
は
ハ
イ
シ
ラ
イ
ス
、
ハ
ン

バ
ー
グ
、
カ
レ
ー
等
が
安
く
て

旨
い
。
▼
ス
タ
ー
（
窓
迩
－
５
７

’
’
三
宮
町
３
）
お
好
み
焼
き
・
え

び
、
た
こ
等
、
全
て
活
け
し
か

使
わ
な
い
。
▼
宝
馬
（
ほ
う
ま
衝

姉
ｌ
４
９
０
４
兵
庫
区
福
原
桜
筋
）
ふ

ぐ
の
店
。
ぼ
ん
酢
の
味
よ
し
▼

別
館
牡
丹
園
曾
測
１
５
７
９
０
）

頭
汁
扇
貝
は
お
す
す
め
の
一

つ
。

表
取
締
役
Ｖ

１
１２６
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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p:/
/k
ob
e-k
ob
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.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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ob
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co
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m



ガンダーラ

★
ロ
ー
テ
ロ
ー
ゼ

八
ド
イ
ッ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

中
央
区
北
野
町
４
１
９
‐
Ｍ

宮
塑
１
３
２
０
０

ド
イ
ッ
ワ
イ
ン
専
門
輸
入
元

の
直
営
店
。
二
百
種
以
上
の
ワ

イ
ン
と
ド
イ
ツ
料
理
が
味
え

る
。ハ

ー
フ
ポ
ト
ル
ニ
二
○
○
円
、
グ
ラ
ス
三

五
○
円
Ｉ
、
ラ
ン
チ
一
八
○
○
円
Ｉ
、
コ

ー
ス
各
種
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
”
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
。
ｍ

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
１
９
・
訓
）
無
休

☆
鳳
仙
八
韓
国
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
６
１
加
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ヅ
ス
ル
ピ
ル

宮
弧
ｌ
２
１
４
７

韓
国
料
亭
料
理
。
夜
は
韓
国

美
人
が
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
で
も

て
な
し
て
く
れ
る
。

幹
定
食
二
○
○
○
円
１
五
○
○
○
円
一

品
料
理
各
種
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
鋤
、
６

１
Ａ
Ｍ
Ｏ
・
鋤
日
曜
休
要
予
約
姉

妹
店
韓
国
ス
ナ
ッ
ク
世
宗
も
同
ピ
ル
内

☆
ぶ
は
ら
八
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
料
理
Ｖ

中
央
区
三
宮
町
２
１
３
１
９
タ
キ
ピ
ル

２
Ｆ

賛
測
１
１
７
３
４

ス
パ
イ
ス

香
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
味
。
何
種
類

も
の
ス
パ
イ
ス
か
ら
煮
込
ん
だ

カ
レ
ー
は
本
格
派
向
き
。

ぶ
は
ら
コ
ー
ス
三
五
○
○
円
、
シ
シ
カ

バ
ブ
一
八
○
○
円
よ
り
。
平
日
Ａ
Ｍ
ｎ
・

釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
日
祝
日
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

水
暇
休

☆
マ
ラ
ケ
ッ
シ
ュＡ

モ
ロ
ッ
コ
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
１
‐
加
ｌ
腸
メ
ゾ
ン

ド
山
手
Ｂ
１

宮
加
１
３
４
４
０

サ
イ
モ
ン
さ
ん
の
作
る
故
郷

マ
ラ
ケ
ッ
シ
ュ
の
味
。
ス
パ
イ

ス
と
ハ
ー
ブ
が
ピ
リ
リ
と
効

〃
く
。

炭
焼
き
プ
ロ
シ
ェ
ッ
ト
一
二
○
○
円
ク

ス
ク
ス
二
○
○
○
円
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

三
○
○
○
円
Ａ
Ｍ
理
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
（
土
日

の
み
）
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
塑
月
唯
休

１
１２７
１

に
な
い
逸
品
。
▼
天
ふ
じ
（
商

魂
ｌ
３
６
３
０
生
田
神
社
西
門
前
）
主

人
の
人
柄
も
よ
く
、
天
ぷ
ら
も

さ
っ
ぱ
り
と
上
が
っ
て
い
る
。

▼
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（
倉
釧
ｌ
７
６
２
２

中
央
区
ト
ー
ノ
ロ
ー
ド
）
老
舗
の
味
を

守
る
本
格
派
仏
料
理
。
▼
ド
ン

ナ
ロ
イ
ヤ
喬
湖
１
３
３
７
７
元
町

大
丸
南
明
海
ピ
ル
）
本
物
の
イ
タ
リ

ア
料
理
。
▼
新
愛
園
喬
測
１
０

９
２
４
元
町
ト
ア
ロ
ー
ド
高
架
北
上
と

中
華
。
魚
貝
類
は
活
物
だ
け
使

用
。
注
文
は
マ
マ
さ
ん
が
決
め

て
く
れ
る
。
▼
千
代
旨
趣
１
５

９
２
５
ト
ァ
ロ
ー
ド
山
手
西
入
と
鉄

板
で
造
る
中
華
。
陳
舜
臣
さ
ん

推
奨
の
店
。

☆
鴻
華
園
八
ベ
ト
ナ
ム
料
理
Ｖ

中
央
区
中
山
手
通
２
１
副
Ｉ
⑫

宮
測
ｌ
７
０
７
９

ベ
ト
ナ
ム
家
庭
料
理
を
日
本

人
の
舌
に
合
う
よ
う
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。

ヌ
ク
マ
ム
と
い
う
タ
レ
が
秘
訣

蒸
春
巻
・
揚
巻
巻
七
○
○
円
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ

Ｐ
Ｍ
ｕ
火
照
休

☆
ワ
ン
タ
イ
ハ
タ
ィ
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
２
１
Ｍ
１
浬
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
ア
ー
ケ
ー
ド

茸
迦
ｉ
２
５
０
７

関
西
初
の
タ
イ
料
理
店
。
タ

イ
独
特
の
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た

辛
さ
と
甘
さ
の
対
称
は
絶
妙
。

ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
（
ス
ー
プ
）
一
八
○
○

円
、
ガ
イ
ホ
ウ
（
チ
キ
ン
料
理
）
一
二

○
○
円
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
訓
Ｐ
Ｍ

５
・
鋤
１
９
・
釦

譲
蕊
雷

ドンナロイヤ回仙 ラインラント

零
つ
ま
い
も
の
・
ベ
ス
ト
店

》
蕊
繍
瀞
蛎
劉
一
酬
難
識

☆
ゲ
イ
ロ
ー
ド
八
イ
ン
ド
料
理
Ｖ

中
央
区
磯
上
通
８
‐
３
１
７
明
治
生
命

ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ

宮
酬
１
４
３
５
９

変
化
に
富
ん
だ
風
味
と
低
く

流
れ
る
シ
タ
ー
ル
、
異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
イ
ン
ド
料
理
店

ゲ
イ
ロ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル
四
五
○
○
円
、

Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
釦
、
Ｐ
Ｍ
５
１

９
．
釦
、
無
休

☆
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ハ
ィ
ン
ド
料
理
Ｖ

阪
急
三
宮
駅
前
山
側
（
二
鶴
ビ
ル
４
Ｆ
）

茸
弧
ｌ
４
９
７
５

イ
ン
ド
料
理
は
微
妙
な
味
の

組
み
合
わ
せ
。
何
百
年
も
の
伝

統
に
裏
付
け
さ
れ
た
技
術
を
伝

え
て
い
る
。

ラ
ン
チ
メ
ニ
ニ
ー
一
○
○
○
円
’
一
一
○

○
○
円
、
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
二
五
○
○
円

’
五
○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
お

持
ち
帰
り
も
可

叩

グ
ル
メ
の
町
神
戸
で
育
っ
た

私
。
う
ま
い
店
は
正
直
な
と
こ

ろ
、
あ
ま
り
教
え
た
く
な
い
の

で
す
が
…
。

▼
し
げ
松
（
言
却
１
２
２
８
５
中
央

区
加
納
町
４
阪
急
三
宮
束
口
上
と
日

本
料
理
。
料
理
も
最
高
、
器
も

素
晴
ら
し
い
。
▼
み
や
た
喬
測

ｌ
７
１
８
５
中
央
区
栄
町
２
中
国
銀
行

北
）
割
烹
。
生
蒸
恨
で
”
材
料
も
新

鮮
。
▼
駒
亭
喬
到
ｌ
３
２
１
５
中

央
区
生
田
束
門
筋
西
入
と
活
魚
が
最

み
よ
し

高
。
▼
美
佳
（
倉
湖
Ｉ
２
６
３
２
生

田
警
察
南
）
は
も
料
理
は
神
戸
随

一
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
も
。
▼
銀

ず
し
（
茸
鋤
’
’
３
９
２
生
田
神
社
そ

ば
）
に
ぎ
り
は
小
さ
め
、
汁
は
他
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；識

譜

識…、雫蕊議！

’
1２８
１

ふ

撫
沸

☆
第
一
楼
八
北
京
料
理
Ｖ

・
中
央
区
江
戸
町
叫

倉
測
Ｉ
Ｏ
Ｏ
３
１

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
料

理
。
神
戸
っ
子
に
よ
く
知
ら
れ

た
老
舗
。
で
き
れ
ば
予
約
を
。

Ａ
コ
ー
ス
（
２
，
３
人
）
一
○
○
○
○

円
’
二
○
○
○
○
円
、
三
○
○
○
○
円

Ｂ
コ
ー
ス
（
４
，
５
人
）
二
○
○
○
○

円
’
三
○
○
○
○
円
、
四
○
○
○
○
円

よ
り
。
Ａ
Ｍ
哩
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
年
末
年
心
胆

の
み
体

★
神
仙
閣
八
北
京
料
理
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
旧
１
１

茸
測
１
１
２
６
３

や
は
り
コ
ー
ス
で
頼
む
の
が

便
利
。
小
卓
の
他
、
座
敷
や
四

百
人
収
容
の
大
宴
会
場
も
完
備

コ
ー
ス
一
人
五
○
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ

ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
無
休

☆
東
天
閣
八
北
京
料
理
Ｖ

中
央
区
山
本
通
３
１
Ｍ
ｌ
把

宵
刑
１
１
３
５
１

異
人
館
旧
ビ
シ
ョ
ッ
プ
邸
。

鴬

中華料理
神仙閣

古
い
中
国
の
調
度
品
が
建
て
物

に
合
っ
て
優
雅
。
予
約
を
し
た

方
が
良
い
。

コ
ー
ス
六
○
○
○
円
よ
り
、
海
鮮
入
り

そ
ば
一
五
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、

年
末
年
始
の
み
体

☆
東
明
閣
八
北
京
料
理
Ｖ

中
央
区
明
石
町
詑
明
海
ピ
ル
８
Ｆ

肯
知
１
５
１
５
１

夜
旦
皐
の
素
敵
な
北
京
料
理
の

店
。
名
物
北
京
ダ
ッ
ク
は
絶
品

北
京
ダ
ッ
ク
五
○
○
○
円
、
九
○
○
○

円
、
１
コ
ー
ス
（
８
１
加
入
）
四
○
○
○
○

円
か
ら
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
、
無
休

☆
金
龍
閣
八
中
国
料
理
Ｖ

神
戸
新
聞
会
館
７
Ｆ

茸
湖
－
１
６
１
６

今
、
神
戸
で
話
題
の
店
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
接
客
に
も
利
用
が

多
く
、
メ
ニ
ュ
ー
が
多
彩
。

小
卓
コ
ー
ス
二
人
八
○
○
○
円
、
二

○
○
○
円
、
一
四
○
○
○
円
、
四
・
五
人
一

八
○
○
○
円
、
二
四
○
○
○
円
、
三
○
○

○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
、
無
休

☆
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
レ
ス

三
宮
・
生
田
新
道
ピ
ル
八
四
川
料
理
Ｖ

宮
鋤
１
２
８
８
２

本
場
中
国
四
川
料
理
の
店
。

香
港
ス
タ
イ
ル
の
せ
い
ろ
入
り

ヤ
ム
チ
ヤ

の
飲
茶
料
理
に
人
気
が
あ
る
。

飲
茶
単
品
命
種
）
各
三
○
○
円
、
一

品
料
理
九
○
○
円
Ｉ
、
コ
ー
ス
四
○
○

○
円
Ｉ
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
、
無
休

|中華料理’

ハ
イ
フ
ァ
ン

★
海
窒
三
八
海
鮮
酒
家
Ｖ

中
央
区
港
島
中
町
４
１
１
神
戸
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
ビ
ル
ｎ
Ｆ

官
池
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
８

新
鮮
な
魚
介
類
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
海
鮮
料
理
の
店
。
冬

場
は
カ
ニ
。
メ
ニ
ュ
ー
は
季
節

に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
。

コ
ー
ス
は
１
塩
平
日
四
○
○
○
円
か
ら
、

日
祝
日
五
○
○
○
円
か
ら
（
２
名
以
上
）
、

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
無
休

☆
新
愛
園
八
上
海
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
３
１
２
ｉ
加

官
副
ｌ
Ｏ
９
２
４

魚
貝
類
の
料
理
が
特
に
》
り
ま

・
空
蝉

い
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
気
軽

に
入
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
も
Ｏ
Ｋ

あ
さ
り
妙
め
一
人
前
一
二
○
○
円
、
カ

エ
ル
の
か
ら
揚
げ
一
人
前
一
二
○
○
門
、

妙
懸
一
人
前
四
○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・

鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
、
木
曜
休

☆
愛
園
八
上
海
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
３
１
２
１
加

宮
知
ｌ
３
３
５
４

上
海
の
家
庭
料
理
が
食
べ
ら

れ
る
。
魚
介
類
が
特
に
美
味
し

く
青
蟹
は
こ
の
店
だ
け
の
絶
品

妙
青
蟹
一
人
前
三
○
○
○
円
よ
り
、
妙

白
壁
一
人
前
二
五
○
○
円
よ
り
、
妙
蛤

貝
六
○
○
円
よ
り
。
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・

釦
、
月
暇
休

チ
ー
ズ
等
の
入
っ
た
の
も
珍
し

い
。
▼
い
な
だ
屋
（
官
醜
’
’
６

４
４
中
央
区
熊
内
）
格
安
で
お
腹
い

っ
ぱ
い
。
何
で
も
お
い
し
い
洋

食
屋
▼
三
匹
の
子
ぶ
た
喬
到

１
５
８
５
８
）
パ
ー
テ
ィ
は
予
約

海皇

塵
ぅ
ま
い
房
・
ベ
ス
ト
店

すす

Ｏ
Ｌ
の
ラ
ン
チ
は

が

こ
ん
な
ふ
う
で
す

私

内
田
美
佳

安
く
て
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
で
二
五
○
○
円
か
ら
。
▼
さ

中
心
に
選
び
ま
し
た
。
▼
洋
食
さ
ら
も
さ
ら
喬
副
－
５
６
１
９
）

ラ
・
マ
マ
香
湖
１
２
８
，
０
北
野
シ
梅
干
の
中
に
栗
を
入
れ
る
等
ユ

ル
ク
ハ
ィ
ッ
）
ラ
ン
チ
一
○
○
○
ニ
ー
ク
な
串
カ
ツ
▼
日
之
出
屋

円
は
お
勧
め
。
▼
ガ
イ
ド
の
小
喬
加
１
５
０
１
８
茸
合
署
近
く
）
焼

屋
（
茸
迩
１
５
２
７
８
）
一
一
一
宮
の
う
肉
。
安
く
て
新
鮮
▼
花
房
（
麺

ン
チ
タ
イ
ム
は
こ
こ
の
七
○
○
１
１
２
４
６
束
門
筋
）
炭
火
で
じ
っ

円
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、
。
〈
く
り
焼
い
た
焼
鳥
が
お
い
し

ン
食
べ
放
題
．
▼
ふ
ら
ん
す
屋
い
。
冷
酒
智
震
泉
と
合
う
。
▼

（
茸
鋼
ｌ
８
６
４
６
南
京
町
）
あ
つ
さ
東
亜
食
堂
（
憲
副
－
０
４
８
８
）
肝

り
味
の
ト
ン
ヵ
ッ
。
ア
ナ
ゴ
。
っ
玉
母
さ
ん
が
本
日
の
お
勧
め

を
出
し
て
く
れ
る
士
・
日
だ
け

一
二
○
円
の
豚
ま
ん
、
烏
ま
ん

が
食
べ
ら
れ
る
。
▼
賀
茂
鶴

荷
劉
１
８
６
９
３
）
一
魚
が
お
い
し

い
。

一
画
一
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☆
元
町
別
舘
牡
丹
園八

広
東
料
理
Ｖ

元
町
１
ｉ
Ⅷ
ｉ
３
協
和
銀
行
西
入
る

宮
加
ｌ
５
７
９
０

中
国
の
人
の
フ
ァ
ン
が
多
い

と
い
う
の
は
絶
対
な
味
の
保
証

だ
。
食
通
愛
好
の
店
。
１
階
２

階
テ
ー
ブ
ル
、
３
階
お
座
敷
。

好
評
の
麺
類
は
自
家
製
。

レ
タ
ス
包
一
二
○
○
円
か
ら
、
焼
き
そ

ば
六
○
○
円
か
ら
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

:繍霞 ☆
香
麟
八
中
国
懐
石
料
理
Ｖ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
１
大
山
ピ

ル
－
Ｆ

倉
測
１
８
５
３
９

・
中
国
懐
石
料
理
を
カ
ウ
ン
タ

ー
で
。
店
長
の
創
り
出
す
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
味
わ
い
が
。

閲
変
り
懐
石
コ
ー
ス
四
○
○
○
円
、
瀧

方
薬
の
ス
ー
プ
二
○
○
○
円
Ｐ
Ｍ
５
１

Ａ
Ｍ
１
日
咽
休

☆
紅
宝
石
八
中
国
料
理
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
３
１
５
１
９

宮
如
１
６
１
６
２

砂
糖
を
使
わ
ず
だ
し
の
味
つ

け
。
蛙
、
う
な
ぎ
、
す
つ
ぼ
ん

な
ど
生
き
た
材
料
を
調
理
。

と
ん
が
ん
の
姿
む
し
四
○
○
○
円
、
え
び

の
う
ま
煮
一
六
○
○
円
く
ら
い
。
Ａ
Ｍ

ｕ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
、
月
剛
体

☆
別
舘
牡
丹
園
八
広
東
料
理
Ｖ

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

官
測
－
１
９
３
０

本
場
の
広
東
料
理
。
手
軽
な

値
段
で
家
族
連
れ
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
も
多
い
。
味
は
本
格
派
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
六
○
○
○
円
、
八

○
○
○
円
、
一
二
○
○
○
円
、
一
四
○

○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
、
第
３
水

附
休鍵

盤
鋪
藤
津
．
欝
蝿

￥

感穎

別館牡丹園御影本店

■, 珊

鍵
園愛

☆
民
生
Ａ
広
東
料
理
Ｖ

元
町
通
１
１
３
０
３

茸
加
５
４
３
５

庶
民
的
な
雰
囲
気
と
値
段
で

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
た
っ
ぷ
り
あ
る

レ
タ
ス
包
み
一
七
○
○
円
、
い
か
の
天

ぷ
ら
一
一
○
○
円
、
ア
パ
ラ
の
中
華
風

味
噌
煮
込
み
一
二
○
○
円
。
火
暇
Ｉ
金

陥
Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
３
、
Ｐ
Ｍ
５
１

Ｐ
Ｍ
７
・
鋤
、
月
暇
日
休

☆
東
亜
食
堂
八
広
東
料
理
Ｖ

中
央
区
下
山
手
通
３
１
朽
１
６

宮
測
ｌ
Ｏ
４
８
８

コ
ト
コ
ト
煮
込
ん
だ
お
粥
は

神
戸
で
最
初
。
ブ
タ
マ
ン
は
日

曜
日
に
し
か
売
っ
て
い
な
い
。

お
粥
五
○
○
円
、
九
○
○
円
、
牛
バ
ラ

ご
は
ん
七
○
○
沼
。
Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

無
休

☆
群
愛
飯
店
八
広
東
料
理
Ｖ

本
館
／
中
央
区
中
山
手
通
３
１
４
１
６

官
独
１
５
２
０
３
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
卯

木
剛
体

支
店
／
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
３
１
２

両
剛
１
２
７
４
０
疋
午
Ｉ
Ｐ
Ｎ
８
・
釦

水
曜
休

南
京
町
店
／
中
央
区
元
町
通
２
１
４
１

３宮
班
Ｉ
３
６
３
５
Ａ
Ｍ
血
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ

８
火
咽
休

神
戸
大
丸
店
／
中
央
区
明
石
町
側
神
戸

大
丸
７
Ｆ

官
測
ｌ
３
８
５
８

Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
６
水
暇
日

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
本
格
的

料
理
を
。
値
段
も
手
頃
。
食
用

蛙
の
み
そ
煮
な
ど
が
人
気
。

生
レ
タ
ス
の
肉
づ
つ
み
一
五
○
○
円

☆
金
宝
酒
家
八
広
東
料
理
Ｖ

ト
ア
ロ
ー
ド
旧
税
務
署
下
西
に
入
る

宮
獅
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

店
内
は
英
語
が
飛
び
交
う
と

い
う
国
際
港
都
神
戸
ら
し
い
店

三
テ
ー
ブ
ル
し
か
な
い
の
で
必

ず
予
約
を
。

北
京
ダ
ッ
ク
（
５
，
６
人
用
）
一
○
○

○
○
円
、
骨
附
あ
ば
ら
煮
一
五
○
○
円
、

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
ｍ

§

１
１２９
１

[ ｒＡＯ

☆
敦
睦
八
広
東
料
理
Ｖ

中
央
区
栄
町
通
１
１
３
１
Ⅳ

宮
細
１
５
１
５
２

新
し
い
南
京
町
の
風
格
あ
る

味
が
評
判
。
し
に
せ
の
広
記
商

行
が
初
め
た
店
で
対
卿
科
薪
鯉
鮮
ノ
．

海
鮮
妙
め
一
五
○
○
円
、
蟹
の
ネ
ギ
し

ょ
う
が
妙
め
一
八
○
○
円
、
牛
肉
野
菜

と
う
ふ
の
ス
ー
プ
一
二
○
○
円
Ａ
Ｍ
ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
、
水
曜
日
体

☆
Ｉ
Ａ
Ｏ
八
中
華
Ｖ

中
央
区
磯
上
通
８
１
２
１
６
第
一
南
ピ

ル
３
Ｆ

寅
ｍ
ｌ
２
５
５
５

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
ア
ー
ト
な

気
分
。
味
は
ア
ダ
ル
ト
な
広
東

料
理
の
粋
が
。
ラ
ン
チ
も
い
い

シ
ェ
フ
お
す
す
め
コ
ー
ス
四
○
○
○
円

よ
り
、
京
北
熔
閥
（
３
名
用
）
二
五
○
○

円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
妬
Ｉ
Ｐ
Ｍ
皿
、
月
蝿
休

栄和飯店

☆
栄
和
飯
店

中
央
区
栄
町
通
１
‐
２
１
羽
南
京
町

茸
卿
－
１
９
８
２

－
同
級
中
国
料
理
を
手
頃
な
値

段
で
。
純
中
国
風
の
赤
い
柱
と

緑
の
屋
根
で
ム
ー
ド
も
満
点
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
（
五
人
前
）
一
三

○
○
○
円
、
妙
三
鮮
（
エ
ビ
・
貝
類
・

イ
カ
妙
め
）
一
三
○
○
円
、
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ

Ｐ
Ｍ
８
・
鋤
火
暇
日
休
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■ＫＯＢＥ味の散歩道■

くつろぎのひと時に
ニュー・トーキョー庄屋

木の香り、土の匂いがなつかしい。
心のこもったお酒と料理。楽しい会話
がはずむ店｡ 昼はお食事処｡ 夜は飲み処

ニュー・トーキョー

｢ 庄屋」
神戸・三宮・さんちか

配廻L 3 9 1 - 5 0 6 9 営業時間１１時～2 1 時

＜ 和食＞

ＯＬに人気のそば処
昇龍そば

お昼時は、いつもサラリーマンやＯ
Ｌでいっぱい。これからの夏に三色そ
ば（5 5 0 円) 、和風冷めん（6 8 0 円）が
おすすめ。

そば処

昇龍そば
中央区下山手通４－１０－２２鯉川筋
（鯉川マンション１Ｆ）

⑰ＥＬ３９１－１１６５営業時間１１時～2 1 時

やっぱりうまい
むさしのとんかつ

とんかつ一筋で5 0 年。メニューは、
とんかつとえびかつだけ（定食各1 5 0 0
円) 。老舗の味と心配りのある店。

とんかつ

武 蔵
本店．センター街／ＴＥＬ3 2 1 ー０６３４水曜休み
さんプラザ店／さんプラザＢ１／ＴＥＬ3 9 1 - 2 4 2 7
月畷休み
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■ＫＯＢＥ味の散歩道■

本物のそば
堂賀

毒畠塗篭識

且、

信州石臼挽きの上質のそば粉を手握
手打にした自家製の味は本格派。風流
な竹筒の器に盛られた三色そばは絶品

手打そば

堂 賀
中央区加納町３－４－１０
衝3 9 2 - 1 0 4 3
ＡＭ１１ｏ３０～ＰＭ２ＰＭ５～８
月曜休み

＜和食＞

S ＡＫＥ ＆ＫＡＩＳＥＫＩ
兵衛言

露

北野坂でちょっとひと息つきながら
季節を愛でる料理を味わえる。気軽に
立ち寄ることができる店。

酒・懐石料理

喜兵衛
中央区山本通２－１－１コーナーハウス２Ｆ
湾2 4 2 - 5 4 1 1
ＡＭ１１．３０～ＰＭ３ＰＭ４～１０
水暇休

今、カニがうまい／
西村屋

心のこもったサービスと新鮮なカニ
料理。少人数から大宴会までＯＫ･ 北
海道から産地直送のカニを使用。

かに料理／民芸御食事処

西村屋
中央区磯上通７－１－２０
衝2 3 2 - 3 6 6 3 ＡＭ１１．３０～ＰＭ９
西村屋たじま路貧2 9 1 - 0 2 4 6
千人代官富2 3 2 - 3 3 5 5
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■ＫＯＢＥ味の散歩道■

面咽

鏡

＜ビ－フ＞

正午～1 4 時半、１７時～2 1 時（予約した方が安心）
中央区港島中町６－１４ポートピアプラザH - 1 0 1 区
茸（0 7 8 ）3 0 3 - 3 9 0 1 （サクライ）

桜 井

勺

昭和3 8 年開店、鉄板
焼ステーキの草分け

ポートピアプラザ１Ｆ
本格派ステーキ

国立公園内のレスト
ラン“六甲の丘，，

目の前で焼かれる選りすぐった神戸
牛。三田から直々に取り寄せた天然醸
造のお醤油で作ったポンズのたれ。あ
っさりした和風の味がすばらしい。

トアロード・ステーキ

グリル青山
１１時～2 2 時（年中無休）
中央区下山手通２－１４－５

宮（0 7 8 ）3 9 1 - 4 8 5 8

国立公園内、六甲山頂近くの“六甲
の丘”は三田肉の専門店。ローストピ
ーフが秀逸で、夜景を楽しみながらの
ディナーはムードたっぷりで味も格別。

レストラン＆昔作りハム製造直売

六甲の丘
５，６月1 1 時半～2 1 時（火曜定休）７～1 1 月1 1 時

半～2 2 時（無体）
菱区六甲山町南六甲1 0 3 4 - 3 5
麓（0 7 8 ）8 9 1 - 0 6 5 3
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識驚

す

あ
じ
さ
い
ラ
ン
チ
２
５
０
０
円

（
要
予
約
）

:

肉の素材選び、ポン酢やしょうゆベ
ースのソースにシェフの心がこもりま
す。ランチなら￥２０００前後、ディナー
は￥5 0 0 0 から。特製牛刺しも人気です。

神戸すて－き

Ｘ
§
窪
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‘囚

1 1 時～1 4 時、１７時～2 2 時（火曜定休）
中央区北長狭通１－２－３，二餌寿司ピル３Ｆ
茸（0 7 8）3 3 2 - 6 6 8 5

ウベステーキハウス．．

＜ステーキ＞

磨き込まれた鉄板にベテランシェフ
の技が冴える。本物の味、ゆき届いた
サービス、品の良い神戸らしい店。
（ランチ2 5 0 0円～ディナー6 5 0 0円～）

鉄板焼
133

炭やきの香りただよう
くつろぎの店

本格的メニュー
ゴージャスなムード

絶好に、あぶるがご
とく焼きあげます

■ＫＯＢＥ味の散歩道■

北野町の玄関口、坂の途中の｢ 和黒」
は、但馬の黒牛暴しかも選びぬかれた
牝の三歳ものを倍るが如く焼き上げま
す。その手練の技はまさに工房の味。

あぶり肉工房

ポロわっこぐ黒
1 2 時～2 1 時半（年中無休）
中央区中山手通1 - 2 2 - 1 3 ヒルサイドテラス
宮（0 7 8 ）2 2 2 - 0 6 7 8

中突堤筋の六段は昔づくりの栖落た
店。上質のお肉を手頃な値段で楽しめ
る。すて－き５６００円～しゃぶしゃぶ
4 5 0 0 円～。２０名迄の会食もＯＫ・駐車
場有り。
炭やきすて－き・しゃぶしゃぶ

段一壁
ノ＄

１１時4 5 ～2 1 時（第１、第３水曜定休）
神戸／元町３丁目中突堤筋（タワーロード）
宮（0 7 8）3 3 1 - 2 1 0 8

簿鴬零畿議
＆

儲

熱
購
い
懸
狸
鑑

“癖蕊寧

畠&貫雲蕊霊謹謹

津

欝懲
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旬

■ＫＯＢＥ味の散歩道■

夜空を航海
酒と食事と星くずと

産地直送のロブスター、瀬戸内海の
新鮮な魚類貝をご賞味下さい。ツイン
クルデイナー2 5 0 0 円､ ランチ9 0 0 円より
パーもお気軽にご利用下さい, 店名は" 月夜の巡行' ’

シーフードレストラン

ムーニークルーズ
神戸市中央区北長狭通１－１０－６ムーンライト
ピル６Ｆ衝3 3 1 - 8 9 8 0 月曜休
⑤レストラン１２：ＯＯＰＭ～３：ＯＯＰＭ，５：０O P M～
1 0 8 0 O P M （土・日・祝日はフルタイム）②パー
５：ＯＯＰＭ～１１：０O P M

＜ 世界の味＞

やき烏一筋に1 0 年
味のバラエティを

瀞
題詞凸

オリジナルメニューは3 0 種類。“通”
の方にも、焼鳥はもうひとつとおっし
ゃる方にも好評を頂戴しております。
＜コース＞Ａ・1 2 品、Ｂ・1 1 品各2 , 3 0 0 円。

欧風やき烏

トリドリ
神戸市中央灰北長狭通２丁目５－１
タイシンサンセットピル２Ｆ衝3 9 1 - 3 0 2 8
５：０O P M ～１０：ＯＯＰＭ( オーダーストップ) 月曜休

レトロにしてモダン
気取らないお店…。

“素敵なお店に連れてって”と言われ
たら、「ニュー・トーキョー」の扉を
開けてください。エキセントリックな
ロマンとの出会いの始まりです。

風見鶏がくるくるまわる

蒋ニュー・トーキョー
アサヒ生ビール( / １，) ￥4 9 0 、ハーフ＆ハーフ( 中）
￥6 6 0 、黒生ビール（中）￥6 6 0 若どりの唐揚￥
6 8 0 、他各種中央区三富町３－４－７，衝3 9 1 -
４５１１
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鯉蝿騨i 蝋

神
戸
Ｖ
Ｓ
丹
波
・
但
馬
の
文
化
交
流
サ
ロ
ン

;;i綴

灘

丹
波
路
の
む
ら
き
き
匂
う
花
宴

ｌ
ｌ３５
ｉ

酒
の
畑
す
る
火
色
な
き
つ
渓
じ
か
な

泊
雲

丹
波
の
里
の
、
藤
、
あ
や
め
、
桐
、

つ
つ
じ
、
矢
車
草
、
あ
ざ
み
等
の
、
む

ら
さ
き
の
野
の
花
々
を
西
山
酒
造
の
西

山
裕
三
社
長
が
、
三
宮
の
西
村
屋
に
運

ん
で
飾
り
つ
け
た
広
間
で
、
第
６
回

「
小
鼓
会
」
が
開
か
れ
た
。
む
ら
さ
き

の
花
の
香
り
漂
よ
う
中
で
丹
波
美
酒
の

小
鼓
（
吟
醸
・
生
純
米
酒
）
と
、
但
馬

の
カ
ニ
、
か
つ
を
、
山
菜
な
ど
の
懐
石

を
西
村
屋
（
西
村
理
社
長
）
が
献
立
。

望
月
美
佐
さ
ん
が
、
動
の
書
で
〃
花
″

を
書
い
て
〃
花
の
宴
″
が
始
ま
っ
た
。

今
年
の
小
鼓
は
銀
賞
を
受
け
、
西
村
屋

は
二
○
○
○
年
前
の
赤
米
の
調
理
に
挑

戦
し
た
い
と
両
社
長
が
語
る
。

特
に
小
鼓
は
来
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
に
、
大
原
麗
子
主
演
の
春
日
局

の
放
送
が
決
定
。
と
な
り
の
春
日
町
が

生
誕
地
と
あ
っ
て
、
丹
波
焼
の
つ
ぼ
に

入
れ
た
栗
の
三
年
酒
（
リ
キ
ュ
ー
ル
）

を
「
壷
ね
」
と
コ
ミ
カ
ル
に
売
り
出
し

た
い
と
の
事
。
会
員
か
ら
「
壷
ね
」
に

ア
イ
デ
ア
を
と
コ
ン
ク
ー
ル
。

〃
春
の
日
・
壷
・
音
／
夏
の
日
・
壷

・
音
／
秋
の
日
・
壷
・
音
／
冬
の
日
・

壷
・
音
″
と
い
う
四
季
感
を
出
し
た
水

谷
頴
介
さ
ん
が
入
賞
。
他
に
面
白
か
っ

た
の
は
「
春
日
の
壷
寝
」
「
春
日
の
（
坪

値
）
」
。
小
鼓
会
で
か
ん
し
ょ
節
を
唄
っ

て
閉
会
。
夏
の
〃
水
の
宴
″
は
七
夕
の

日
に
開
く
。

■
丹
波
の
美
酒
を
愉
し
む
「
小
鼓
会
」

七
月
七
日
（
木
）
午
後
七
時
よ
り
／
於

・
千
人
代
官
会
費
／
入
会
金
一
、
○

○
○
円
／
会
費
六
千
円

お
申
込
み
／
月
刊
神
戸
っ
子
宙
０
７
８
（
３
３
１
）

２
２
４
６
西
山
酒
造
湧
０
７
９
５
８
（
６
）
０
３

３
１
・
西
村
屋
茸
（
０
７
８
）
湖
１
０
２
４
６

鶴; 識蕊蕊 ●
小
鼓
会
だ
よ
り

謹

．‐２漣Ⅱ

鰯驚

蝋
ｆ
一 騨溌

右上／望月美佐さんが動の替乙、花" を。中上／六段の山田さんが丹波路の花たちを解説。左上／西村屋のカニ料理に小鼓の吟醸がよく似合
う。中右上／春日局にちなんだ､ 壷ね′言葉あそび村上和子、水谷頴介、松井一郎、西村理、西山裕三さんら（左より）中はモハメッド福岡
のマジック。左中上／小鼓会でかんしょ節を唄う面々、左右は和気あいあいの会溺風景。下中は料理紹介の矢吹料理人

は
な
う
た
げ
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